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　本年辰年にあたり、校歌を題材とし
た。「鍛えばや」が胸に響く。作品完成
後、数日の間、能登にボランティアに
入った。同地にも同名の「飯田高校」
があるという。早期の復興を願う。
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令
和
5
年
度
の
定
期
総

会
に
お
い
て
副
会
長
を
拝

命
し
ま
し
た
長
沼
万
里
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

全
5
人
の
副
会
長
は
女

性
2
人
体
制
に
な
り
ま
し

た
。
同
窓
会
役
員
の
歴
史

を
ひ
も
と
け
ば
、「
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

が
制
定
さ
れ
た
１
９
９
９

年
に
、
吉
澤
香
代
子
さ

ん（
高
14
）が
初
の
女
性
副

会
長
に
選
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
4
半
世

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
一

方
で
、
バ
ブ
ル
期
以
来
34

年
ぶ
り
に
株
価
史
上
最
高

値
を
更
新
し
ま
し
た
。
景

気
上
昇
と
な
る
兆
し
と
期

待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
の
定
期
総
会

は
、
１
９
７
５
年
３
月
卒

業
の
私
た
ち
高
27
回
生
が

実
行
委
員
を
担
当
い
た
し

ま
す
。
本
年
度
は
、
4
年

ぶ
り
に
参
加
者
に
つ
い
て

制
限
の
な
い
本
来
の
形
に

戻
っ
て
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
記
念
講
演

は
、
講
師
を
桑
原
利
彦
君

に
お
願
い
し
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

参
加
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
同
窓
生
の
皆
様
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
久

し
ぶ
り
に
元
気
な
笑
顔

で
、
総
会
そ
し
て
懇
親
会

に
参
加
さ
れ
る
皆
様
を
お

迎
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
勢
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
定
期
総

会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

紀
、
同
窓
会
員
に
占
め
る

女
性
の
比
率
は
格
段
に
増

し
ま
し
た
。
女
性
副
会
長

2
人
体
制
は
こ
の
よ
う
な

現
状
に
鑑
み
て
の
こ
と
で

す
が
、
本
会
の
こ
う
し
た

方
針
は
、
同
窓
会
活
動
全

般
へ
女
性
役
員
の
す
そ
野

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
女
性
懇
談
会
」「
女
性

参
加
を
進
め
る
会
」「
ユ

リ
ノ
キ
会
」と
名
称
を
変

え
つ
つ
20
年
の
間
、
同
窓

会
へ
の
積
極
的
な
女
性
参

加
を
働
き
か
け
て
き
た
組

織
は
、
２
０
２
２
年
、
そ

の
役
割
を
終
え
た
と
し
て

発
展
的
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
と
は
言
え
、
支
部
の

活
動
に
は
依
然
と
し
て
女

性
の
参
加
が
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。
私
が
支
部
総

会
に
伺
っ
た
時
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
女
性
会
員
と

お
会
い
で
き
ま
す
よ
う
期

待
致
し
ま
す
。

　

私
の
若
い
頃
は
、
同
窓

会
は
余
り
に
雲
の
上
の
存

在
で
近
寄
り
難
い
も
の
で

し
た
。
そ
れ
が
今
は
、
在

校
生
の
う
ち
か
ら
同
窓
生

と
は
顔
の
見
え
る
形
で
接

点
を
持
ち
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
、
同

窓
生
は
在
校
生
に
対
し
、

自
分
の
所
属
す
る
大
学
・

企
業
の
見
学
に
協
力
し
、

在
校
生
の
進
路
決
定
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
在
り
方
と
し

て
、
母
校
後
輩
に
対
し
金

銭
的
な
支
援
を
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
後
輩
た
ち
に

と
っ
て
精
神
的
な
核
と
な

れ
る
、
ま
た
世
代
間
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
が
、
魅

力
あ
る
同
窓
会
の
姿
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

魅
力
あ
る
同
窓
会
を

目
指
し
て

長
沼
　
万
里
（
高
26
）

副
会
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
も
感
染
症

の
分
類
が
5
類
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
平
穏
な
日
常
が

戻
っ
て
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
元
日
か
ら
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
、
甚

大
な
被
害
が
起
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
日

頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
備

え
が
大
切
で
あ
る
と
痛
感

　令和６年度定期総会を下記にて開催いたします。本年はコロナ禍前と同様に
参加人数の制限なく、どなたでも参加いただけます。つきましては、お誘い合
わせのうえ、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。
　なお、本年度の学年当番幹事は高27回生の皆さんです。

1.

2.
3.

4.

5.

6.

日 時

場 所
議 題

記 念 講 演

高松賞表彰

懇 親 会

令和６年６月８日（土）	 開会13時 30分
シルクホテル〈４階	飛天の間・２階	錦繍の間〉
飯田市錦町 1-10　℡ 0265-23-8383（代表）
令和 5 年度事業・決算報告、令和６年度事業・予算案
副会長の辞任に伴う後任選出について
講   師   桑原　利彦 さん（高 27 回）
演　題　「世代を超える感動の共有

〜いま、高校生を取り巻く環境は〜」

＜２階　錦繍の間へ会場移動＞
アトラクション・鏡開きなど　会費  8,000 円

【同窓会事務局】	 TEL	0265-23-2650　FAX	0265-52-3392
E-mail：ikdj@iikou.d.jp

定期総会のご案内

　

自
分
に
は
学

歴
も
華
や
か
な

経
歴
も
な
い
。

劣
等
感
に
苦
し

む
な
ら
、あ
ま
り
関
わ
り

た
く
な
い
。そ
れ
が
以
前

の
同
窓
会
に
対
す
る
本
音

で
あ
っ
た
。考
え
を
変
え

た
き
っ
か
け
は
、娘
が
上

京
す
る
折
に
渡
し
た
手
紙

に
あ
る
▼「
ま
ず
自
分
を

愛
そ
う
。誰
か
と
比
べ
、

誰
か
の
も
の
さ
し
に
振
り

回
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

与
え
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、考
え
、自
ら
選
ん
で
進

む
人
生
を
楽
し
ん
で
生
き

よ
う
。人
生
は
た
っ
た
今

か
ら
変
え
ら
れ
る
。そ
れ

を
自
由
と
呼
ぶ
の
だ
と
お

母
さ
ん
は
思
っ
て
い
ま
す

（
抜
粋
）」▼
書
い
た
本
人

が
気
づ
か
さ
れ
た
。な
ん

と
か
健
康
に
毎
日
が
送
れ

て
、考
え
、選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
だ
か
ら
、劣
等
感

も
受
け
入
れ
無
二
の
私
を

生
き
抜
こ
う
と
決
意
し
た

▼
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、創
刊
号
か
ら
の

会
報
が
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ

て
お
り
、い
つ
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。ど

の
会
報
も
先
輩
方
の
人
生

訓
と
時
を
超
え
た
友
情
に

満
ち
、胸
に
迫
る
言
葉
に

出
会
え
る
。今
号
も
、幅
広

い
年
代
の
会
員
に
原
稿
・

作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
。ど
な
た
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
精
華
が
あ
り
、美
を

成
さ
ん
と
懸
命
に
生
き
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。（
公
美
）

　普段見上げる校舎も、視点が高くなれ
ば山々や市街も見え、校舎も景色に溶け
込む。この地で学んだ懐かしさや誇りも
感じられる。リニア駅も最初に遠景が見
える高い視点の駅舎で出入りすれば、当
地への愛着も生まれる。

〔佐々木写真館　2024 年 1 月撮影〕

佐々木　滋（高 27）
龍蛇の意気 校歌 第一番

定 期 総 会 当 番

通常の定期総会
開催に向けて

下田一則高 27 回生実行委員長

リニア駅の視点〔写真〕

永井　穆
ぼく

應
おう

　（真壽　高51）

〔書〕
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同
窓
会
で
は
各
学
年
の

卒
業
25
周
年
事
業（
43
歳
）

と
卒
業
50
周
年
事
業（
68

歳
）が
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な

記
念
事
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
の
こ
と
自

体
、
そ
の
認
識
が
、
時
代

や
社
会
の
流
れ
と
共
に
薄

ら
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
よ
り
再
開

さ
れ
て
い
る
学
年
幹
事
懇

談
会
を
通
し
て
、
先
ず
25

周
年
事
業
の
周
知
と
準
備

を
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

学
年
幹
事
の
皆
さ
ん
に

は
お
世
話
に
な
り
ま
す
が

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
定
期
総
会
は

高
27
回
生
が
実
行
委
員

で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ

く
、
全
て
の
会
員
に
出
席

　

同
窓
会
活
動
は
皆
さ
ん

か
ら
納
入
さ
れ
る
維
持
会

費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
納
入
率

は
平
成
20
年
度
半
ば
の

45
％
を
ピ
ー
ク
に
現
在
は

会
員
数
２
万
人
余
に
対
し

て
34
％
、
金
額
で
８
百
万

円
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
務
の
健
全
化
へ
向
け

財
務
委
員
会
で
は
、
多
く

の
会
員
に
同
窓
会
活
動
を

知
り
身
近
に
感
じ
て
参
加

や
納
付
へ
つ
な
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
主
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
総
会
や
周
年
イ
ベ

ン
ト
等
、
機
会
を
捉
え
て

の
納
付
の
声
か
け
や
複
数

の
卒
業
学
年
同
窓
生
へ
の

納
付
の
働
き
か
け
を
行

い
、
ま
た
総
務
委
員
会
と

共
催
で
地
元
学
年
幹
事
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
て
同

窓
会
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
参
加
意
識
と
納
入
意
識

の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

納
入
方
法
に
つ
い
て
は

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
の
新
し

い
方
法
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

財
務
委
員
長

北
側　

要
一（
高
26
）

を
呼
び
か
け
盛
大
な
懇
親

会
も
行
う
予
定
で
す
。
充

実
し
た
短
時
間
の
会
議
、

出
席
し
て
楽
し
い
総
会
を

計
画
中
で
す
。
持
続
発
展

す
る
同
窓
会
を
目
指
し

て
！

　

総
務
委
員
長

古
田　
　

学（
高
23
）

　

今
年
度
は
3
月
14
日
、

㈱
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク

の
龍
口
知
子
さ
ん（
高
37
）

を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
龍
口
さ
ん
は
、
管

理
栄
養
士
・
健
康
運
動
指

導
士
で「
一
生
使
え
る
健

康
づ
く
り
の
コ
ツ
教
え
ま

す
！　

夢
を
か
な
え
る
た

め
の
栄
養
と
運
動
」の
演

題
で
、〝
一
生
涯
役
立
つ

「
食
事
」「
運
動
」「
休
養
」

の
コ
ツ
〟を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
一
様
に
お
も
し
ろ
か
っ

た
と
満
足
し
た
様
子
で
し

た
。
ま
た
、
30
人
ほ
ど
の

一
般
の
方
の
聴
講
も
あ
り

ま
し
た
。

　

質
問
で
は「
授
業
中
眠

た
く
な
っ
た
時
、
ど
う
対

処
す
れ
ば
い
い
か
」に
つ

い
て
は
、
そ
の
時
は
眠
っ

て
し
ま
っ
た
ら
？
、
で
も

眠
く
な
ら
な
い
よ
う
な
日

常
生
活
が
大
切
で
あ
る
、

「
一
人
暮
ら
し
を
す
る
上

で
一
番
大
切
な
の
は
何

か
」に
つ
い
て
は
、
ま
ず

食
事
、
次
に
休
養
で
あ
る

と
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

充
足
の
講
演
会
で
し
た
。

　

文
化
交
流
委
員
長

　

市
澤　

英
利（
高
22
）
ク
ラ
ブ（
岡
田
寿
久
会
長
・

高
23
）の
第
12
回
赤
石
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
同
窓
生
73

人
の
参
加
で
、
令
和
5
年

10
月
20
日
に
下
條
村
の
飯

田
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で

開
催
さ
れ
た
。
昭
和
30
年

卒
業
生（
高
7
）で
傘
寿
過

ぎ
か
ら
平
成
4
年
卒
業

生（
高
44
）ま
で
、
幅
広
い

世
代
と
女
性
も
参
加
し
ス

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
で
競
い

合
っ
た
。

　

優
勝
は
佐
藤
清
和
さ
ん

（
高
25
）、
準
優
勝
は
吉
川

真
弘
さ
ん（
高
18
）。
ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
賞
は
北
原
雅
浩

さ
ん（
高
31
）が
獲
得
し
た
。

　

令
和
6
年
度
の
第
13
回

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
10
月
15

日（
火
）、
高
森
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
る
。

赤
石
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
幹
事

長
谷
部
和
宣（
高
22
）

　

飯
田
高
校
赤
石
ゴ
ル
フ

同
好
会
だ
よ
り

第
12
回
赤
石
ゴ
ル
フ
　

ク
ラ
ブ
コ
ン
ペ

ピアノ日下部かおりさん（高35）、
サックス西浦颯さん（高71）

優勝した佐藤清和さん（高25・左）

「毎日朝食を食べる人？」と問いかける
龍口知子さん（高37）

【収入の部】

【支出の部】

科 目 本年度予算狢 前年度決算狠 差異狠−狢
総務費 6,480,000 5,372,668 △ 1,107,332

人件費 3,200,000 2,961,490 △ 238,510

事務消耗品費 750,000 556,709 △ 193,291

水道光熱費 130,000 91,720 △ 38,280

慶弔費 60,000 54,120 △ 5,880

総会費 510,000 306,657 △ 203,343

役員会費 50,000 18,936 △ 31,064

委員会費 50,000 24,666 △ 25,334

通信費 400,000 234,721 △ 165,279

印刷費 800,000 703,340 △ 96,660

旅費交通費 180,000 134,654 △ 45,346

振替手数料 50,000 14,575 △ 35,425

雑　費 300,000 271,080 △ 28,920

事業費 4,850,000 4,014,881 △ 835,119

支部祝儀費 400,000 260,000 △ 140,000

会報発行費 3,450,000 3,068,636 △ 381,364

諸会合会費 200,000 148,331 △ 51,669

OA 化諸費 500,000 447,414 △ 52,586

生徒褒賞費 250,000 60,000 △ 190,000

事業推進費 50,000 30,500 △ 19,500

クラブ助成費 729,000 729,000 0

会費前受積立 1,800,000 1,800,000 0

在校生会費前受積立 2,916,000 2,916,000 0

予備費 125,808 0 △ 125,808

合 計 16,900,808 14,832,549 △ 2,068,259

（単位：円）

（単位：円）

収入合計額
支出合計額
差 引 残 高

16,900,808 円
16,900,808 円

0 円

科 目 本年度予算狢 前年度決算狠 差異狠−狢
繰越金 2,391,308 2,809,315 418,007

入会金 364,500 364,500 0

維持会費 8,000,000 7,901,667 △ 98,333

会費前受 1,800,000 1,882,000 82,000

在校生維持会費 3,645,000 3,645,000 0

会報広告費 600,000 580,000 △ 20,000

雑収入 100,000 41,375 △ 58,625

合 計 16,900,808 17,223,857  323,049

令和６年度一般会計収支予算書（案）
令和6年 4月 1日～令和7年 3月 31日

学
び
ま
し
た
。「
ニ
ュ
ー
・

シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

の
テ
ー
マ
曲
や「
ア
メ
イ

ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」な

ど
多
彩
な
演
目
で
会
場
は

大
満
足
。
涙
を
流
す
人
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
６
０
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
愛
知
県
や
中
川
村
か

ら
も
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
人
か
ら
誘
わ
れ
て
」
と

答
え
た
人
が
最
も
多
く
、

遠
方
か
ら
の
参
加
者
も
そ

う
し
た
人
た
ち
。
新
聞
や

情
報
誌
を
使
っ
た
広
報
に

と
ど
ま
ら
ず
、「
声
か
け
」

（
人
対
人
の
関
係
）の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

文
化
交
流
副
委
員
長

　

関
島　

百
合（
高
35
）

　

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
文
化
交
流
委
員
会
が

取
り
組
ん
だ
初
の
イ
ベ

ン
ト「
第
１
回
文
化
交
流

イ
ベ
ン
ト
・
ピ
ア
ノ
と

サ
ッ
ク
ス
の
コ
ラ
ボ
コ
ン

サ
ー
ト
」は
、
ピ
ア
ノ
日

下
部
か
お
り
さ
ん（
高
35
）

と
、
サ
ッ
ク
ス
西
浦
颯
さ

ん（
高
71
）が
共
演
。
飯
田

高
校
の
関
係
者
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

広
く
来
場
し
て
も
ら
お
う

と
、
令
和
５
年
12
月
10
日

（
日
）に
飯
田
短
期
大
学
の

講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
下
部
さ
ん
と
西
浦
さ

ん
は
国
立
音
楽
大
学
で

収入合計額
支出合計額
差 引 残 高

17,223,857 円
14,832,549 円
2,391,308 円

科 目 本年度予算狢 決 算 額 狠 差異狠−狢
総務費 6,310,000 5,372,668 △ 937,332

人件費 3,200,000 2,961,490 △ 238,510

事務消耗品費 750,000 556,709 △ 193,291

水道光熱費 130,000 91,720 △ 38,280

慶弔費 50,000 54,120 4,120

総会費 510,000 306,657 △ 203,343

役員会費 50,000 18,936 △ 31,064

委員会費 50,000 24,666 △ 25,334

通信費 370,000 234,721 △ 135,279

印刷費 800,000 703,340 △ 96,660

旅費交通費 150,000 134,654 △ 15,346

振替手数料 50,000 14,575 △ 35,425

雑　費 200,000 271,080 71,080

事業費 5,350,000 4,014,881 △ 1,335,119

支部祝儀費 400,000 260,000 △ 140,000

会報発行費 3,450,000 3,068,636 △ 381,364

諸会合会費 200,000 148,331 △ 51,669

OA 化諸費 1,000,000 447,414 △ 552,586

生徒褒賞費 250,000 60,000 △ 190,000

事業推進費 50,000 30,500 △ 19,500

クラブ助成費 729,000 729,000 0

会費前受積立 1,800,000 1,800,000 0

在校生会費前受積立 2,916,000 2,916,000 0

予備費 213,815 0 △ 213,815

合 計 17,318,815 14,832,549 △ 2,486,266

【収入の部】

【支出の部】

（単位：円）

（単位：円）

科 目 本年度予算狢 決 算 額 狠 差異狠−狢
繰越金 2,809,315 2,809,315 0

入会金 364,500 364,500 0

維持会費 8,000,000 7,901,667 △ 98,333

会費前受 1,800,000 1,882,000 82,000

在校生維持会費 3,645,000 3,645,000 0

会報広告費 600,000 580,000 △ 20,000

雑収入 100,000 41,375 △ 58,625

合 計 17,318,815 17,223,857 △ 94,958

令和５年度一般会計収支決算書
令和５年４月１日～令和６年３月31日

総
務
委
員
会

財
務
委
員
会

学
年
周
年
行
事
の
周
知
と

活
動
推
進
に
向
け
て

財
務
の
状
況
及
び

活
動
方
針
に
つ
い
て

定期総会定期総会記念講演記念講演定期総会記念講演

桑原　利彦さん（高 27）講  師 ギター、作・編曲

世代を超える感動の共有
～ いま、高校生を取り巻く環境は ～

　考えてみれば高校時代はど
ちらかというと真面目とは言
い難い生徒であったように思
いますが、本当に楽しく充実
した 3年間を過ごし、その頃

のわくわく感を今でも持ち続けていられるの
は幸せなことと感じています。
　音楽というものを生活や考え方の基本とし
てきたこともあり、文化を軸に多世代の人た
ちとかかわってきました。高齢者はもちろん
現役高校生たちと、まさに対等な立場で様々
な活動をしてきました。
　今、高校生を取り巻く環境は昔とは全く違
います。講演では、そんな状況をお伝えする
と共に、そんな中で驚くほど頑張って行動し
ている現役飯田高校生たちを紹介したいと思
います。明るい未来を想像してもらいたいと
の想いを込めて。
【講師略歴】高校在学中よりギタリスト小原聖子氏の門下と
なり、クラシックギター奏法・音楽理論等を学ぶ。菅野浩和
氏に音楽理論及び和声学を学ぶ。現在、長野県飯田市を拠点
に、幅広い演奏、作曲活動及び指導を行う。 その他、音楽
イベントプロデュースや SBC ラジオの「南信州ハートフル
サタデー」のパーソナリティとして南信地区の文化を広く県
内に伝えるなど多方面で活動中。 最近では、飯田市が大学
に対して行っているフィールドスタディの講師として様々な
取り組みについてのレクチャーの機会も多い。

学年幹事との連絡懇談会議
（高37 〜高41）

第第
1313
回
オ
ー
プ
ン
講
演
会

回
オ
ー
プ
ン
講
演
会
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大
学
卒
業
後
、
大
阪
市

内
の
夕
刊
紙（
廃
刊
）に
記

者
と
し
て
就
職
。
2
年
ほ

ど
後
、
縁
あ
っ
て
中
日
新

聞
飯
田
支
局
で
記
者
職
に

就
き
、
65
歳
ま
で
勤
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
間
6
年
ほ
ど
塩
尻

に
単
身
赴
任
し
た
以
外
は

ず
っ
と
飯
田
下
伊
那
で
取

材
に
駆
け
ず
り
回
っ
た
。

地
方
記
者
ゆ
え
、
取
材
対

象
は
種
々
雑
多
。
得
意
と

す
る
ネ
タ
が
あ
る
一
方
、

門
外
漢
な
分
野
で
は
頓
珍

漢
な
質
問
で
、
相
手
を
困

ら
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
許
さ
れ
、
長
く

署
名（
旧
姓
）入
り
で
記
事

を
書
き
、
多
く
の
方
に
読

ん
で
い
た
だ
け

た
こ
と
は
本
当

に
う
れ
し
い
。

　

振
り
返
っ
て

「
こ
れ
は
特
ダ

ネ
だ
っ
た
」と

自
慢
で
き
る
も
の
は
な
い

が
、「
ま
ち
・
む
ら
・
地

域
お
こ
し
」に
関
す
る
取

材
は
何
か
と
面
白
か
っ
た
。

　

過
疎
高
齢
化
に
悩
む
山

村
地
域
で
の
農
林
業
の
新

規
事
業
、
青
少
年
育
成
活

動
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
提
案
…
…
。

　

今
な
お
継
続
す
る
事
例

や
残
念
な
が
ら
頓
挫
し
た

ケ
ー
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

が
ら
、
今
の「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」に
も
つ
な
が

る
ア
イ
デ
ア
の
数
々
を
提

案
し
、
実
践
し
て
く
れ
た

先
人
に
は
感
謝
す
る
し
か

な
い
。

　

私
は
、
数
年
前
か
ら
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

で
役
員
の
端
く
れ
を
務
め

て
い
る
。
ご
多
分
に
も
れ

ず
後
継
者
不
足
に
頭
を
痛

め
て
い
る
が
、
微
力
な
が

ら
リ
ニ
ア
開
通
を
見
越
し

た
地
域
づ
く
り
に
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

筆
者
紹
介

　

関
西
大
学
社
会
学
部

卒
。
中
日
通
信
記
者
と
し

て
中
日
新
聞
飯
田
支
局
に

勤
務
。
飯
田
市
座
光
寺
出

身
、
上
郷
飯
沼
在
住
。

駅
前
広
場
か
ら
商
店

街
へ
森
内
俊
之
九
段

を
中
心
に
25
人
の
プ

ロ
の
先
生
方
が
街
中

で
指
導
い
た
だ
く
の

は
圧
巻
で
あ
り
、
全

国
か
ら
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
1
万
人
以
上
の

方
々
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
今
年
で
13
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、
昨

年
は
将
棋
界
へ
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
て
羽
生
善

治
日
本
将
棋
連
盟
会
長
よ

り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

個
人
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

し
て
バ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン

（
西
洋
す
ご
ろ
く
）に
活
路

を
見
出
し
、
モ
ナ
コ
で
開

催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
で

妻
と
の
ペ
ア
で
２
０
２
３

年
に
ダ
ブ
ル
ス
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
い
た
し

ま
し
た
。
生
業
で
あ
る
矯

正
歯
科
は
専
門
医
と
し
て

遠
く
は
沖
縄
ま
で
全
国
を

患
者
さ
ん
の
為
に
廻
っ
て

い
る
日
常
で
も
あ
り
ま
す
。

　

筆
者
紹
介

　

日
本
歯
科
大
卒
。
日
本

矯
正
歯
科
学
会
認
定
医
。

文
壇
将
棋
名
人
。（
一
社
）

せ
た
が
や
音
楽
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
代
表
理
事
。

の
世
界
で
は「
チ
ー

ム
の
た
め
の
水
泳
」

が
中
心
と
な
り
、

チ
ー
ム
内
で
の
自
分

の
役
割
を
よ
り
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
大
学
3
年
時

に
は
部
の
女
子
主
将

に
選
出
さ
れ
、
重
圧

を
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
チ
ー

ム
メ
イ
ト
や
後
輩
の

存
在
が
支
え
と
な
り
ま
し

た
。
大
学
最
終
学
年
で
迎

え
た
日
本
学
生
選
手
権
で

は
自
己
ベ
ス
ト
記
録
を
更

新
し
、
悲
願
の
優
勝
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
努
力
が

こ
れ
ま
で
苦
し
い
こ
と
や

大
変
な
こ
と
は
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
水
泳
を
通
じ

た
様
々
な
人
た
ち
と
の
関

わ
り
が
成
長
と
喜
び
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後

は
競
技
の
道
か
ら
離
れ
ま

す
が
、
水
泳
の
時
の
よ
う

実
っ
た
こ
と
以
上
に
、
泣

い
て
感
動
し
て
く
れ
る
人

の
姿
や
、「
ま
り
あ
の
レ
ー

ス
を
見
て
自
分
も
頑
張
ろ

う
と
思
え
た
」と
い
っ
た

周
囲
の
言
葉
を
聞
け
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

に
誰
か
に
良
い
影
響
を
与

え
ら
れ
る
社
会
人
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

筆
者
紹
介

　
早
稲
田
大
学
卒
。
前
水

泳
部
女
子
主
将
。
２
０
２

３
年
イ
ン
カ
レ
女
子
50
ｍ

自
由
形
優
勝
。松
尾
出
身
。

全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、「
活
躍

し
て
周
り
の
人
に
喜
ん
で

も
ら
い
た
い
」と
い
う
気

持
ち
が
芽
生
え
、
さ
ら
に

努
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
高
校
卒
業
後
に
足

を
踏
み
入
れ
た
大
学
水
泳

　

畑
先
生
は
１
９
４
８

年
、
東
京
高
等
師
範
学
校

卒
業
直
後
赴
任
の
青
年
教

師
で
、
私
達
は
兄
貴
み
た

い
な
親
し
み
を
覚
え
た
。

　

そ
の
年
、
新
制
高
校
と

な
り
、
五
日
制
・
男
女
共

学
制
に
も
な
っ
た
。
生
徒

が
学
級
担
任
・
科
目
を
選

ぶ
こ
と
も
許
さ
れ
、
貧
し

い
な
が
ら
も
、
自
由
な
高

校
生
活
を
享
受
で
き
た
。

　

私
は
畑
先
生
の
学
級
で

先
生
の
明
朗
・
率
直
な
人

柄
か
ら
快
い
刺
激
を
受
け

た
。
有
志
で
文
芸
誌
を
発

行
し
た
時
、
先
生
は「
わ

が
道
を
行
く
」と
い
う
戦

後
の
体
験
に
基
づ
く
随
想

を
寄
稿
さ
れ
た
。
そ
の
原

稿
は
今
も
保
存
し
て
い
る
。

　

１
９
５
２
年
、
先
生
は

母
校
伊
那
北
高
校
へ
転

勤
、
１
９
５
５
年
に
は
東

京
教
育
大
学
大
学
院

に
進
学
。
数
学
研
究

に
専
念
す
る
道
を

選
ば
れ
た
の
だ
。
同

大
学
付
属
坂
戸
高

校（
定
時
制
）に
勤
務
も
さ

れ
、
結
婚
も
さ
れ
た
。

　

１
９
５
６
年
、
三
重
県

参
宮
線
列
車
転
覆
事
故
の

た
め
百
数
十
名
の
死
傷
者

が
出
た
中
に
、
修
学
旅
行

中
の
畑
先
生
を
含
む
坂
戸

高
校
の
生
徒
教
師
20
数
名

も
犠
牲
者
と
な
っ
た
。
名

古
屋
に
い
た
私
は
津
市
内

の
病
院
へ
駆
け
つ
け
た
。

面
会
謝
絶
の
病
室
で
ご
両

親
と
夫
人
に
見
守
ら
れ
、

全
身
を
包
帯
に
く
る
ま
れ

意
識
不
明
の
先
生
が
横
た

わ
っ
て
い
た
。
数
日
後
絶

命
。
30
歳
未
満
の
早
逝
。

前
途
洋
々
の
人
生
は
こ
う

し
て
断
た
れ
た
。

　

先
生
没
後
67
年
、
恩
師

の
若
々
し
い
俤

お
も
か
げと「
わ
が

道
を
行
く
」の
一
言
が
毎

日
、
心
に
浮
か
ぶ
。

米
山　
　

誠（
高
3
）

数
学
　
在
職
　
昭
和
23
年
4
月
～
昭
和
27
年
3
月

故
畑
　
駿
一
郎
先
生

宮嶋　耕治（高19）

下平　憲治（高32）

私
は
60

歳
で
退
職

し
、
平
塚
市

の「
田
中
バ

イ
オ
リ
ン
工

房
」
で
伝
統

的
な
ク
レ
モ

ナ
技
法
を
教

え
て
い
た
だ

き
、
バ
イ
オ

　

高
32
回
卒

の
下
平
憲
治

と
申
し
ま

す
。
朝
日
新

聞
の「
ひ
と
」

欄
で
本
業
は

歯
科
医
な
が

ら「
な
ん
だ

そ
り
ゃ
」
と

リ
ン
作
り
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。
今
ま
で
に
バ
イ
オ

リ
ン
20
丁
、ビ
オ
ラ
2
丁
、

チ
ェ
ロ
1
丁
を
製
作
し
ま

し
た
。
バ
イ
オ
リ
ン
は
中

が
空
洞
で
あ
り
な
が
ら

ホ
ー
ル
の
隅
々
ま
で
届
く

美
し
い
音
色
を
出
す「
魔

法
の
箱
」で
す
。
材
料
の

厳
選
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

加
工
は
そ
の
機
能
を
最
大

化
す
る
ス
ペ
ッ
ク
に
収
め

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
難

し
い
工
程
の
連
続
で
す
。

最
近
は
難
し
い
工
程
も
難

な
く
こ
な
せ
、
完
成
度

が
高
い
作
品
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

名
器
と
同
じ
材
料
、
ニ

ス
を
調
達
し
、
名
器
の

レ
プ
リ
カ
を
作
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
そ
れ
な
り

の
音
が
出
ま
す
。

　

製
作
し
た
楽
器
は
、

人
生
を
振
り
返
り
、
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
ま

す
。
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
、
家
宝
と
し
て
末
永
く

愛
用
し
ま
す
と
言
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

飯
田
高
校
に
も
寄
付
し

よ
う
と
思
い
立
ち
、
昨
年

9
月
に
バ
イ
オ
リ
ン
3

丁
、
ビ
オ
ラ
1
丁
、
消
音

バ
イ
オ
リ
ン
1
丁
を
寄
贈

し
ま
し
た
。
生
徒
が
私
の

楽
器
を
手
に
取
り
、
試
し

言
わ
れ
て
し
ま
う
、
い
く

つ
か
の
顔
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
原
点
は
、
軽
音
楽

同
好
会
と
将
棋
班
を
兼
部

し
て
い
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
音
楽
の
街
下

北
沢
に
下
宿
を
始
め
ま
し

た
。
住
み
始
め
た
下
北

沢（
シ
モ
キ
タ
）は
佳
月
と

い
う
割
烹
で
は
音
楽
業
界

の
お
歴
々
と
知
り
合
い
ま

す
。
平
和
で
文
化
的
な
街

が
シ
モ
キ
タ
で
す
。
今
は

こ
ち
ら
で
ロ
ッ
ク
バ
ー

Never Never Land

を

経
営
し
、
世
田
谷
区
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
た
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
み
な
ら

ず
、
商
店
街
の
副
会
長
と

し
て
将
棋
を
中
心
と
す
る

「
シ
モ
キ
タ
名
人
戦
」
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
Ｇ

Ｗ
の
初
日
に
シ
モ
キ
タ
が

弾
き
を
し
、「
い
い
音
が

出
ま
す
」と
言
っ
て
く
れ

た
時
は
至
極
の
喜
び
を
感

じ
ま
し
た
。
レ
ベ
ル
の
高

さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。
今

後
も
作
り
続
け
ま
す
。
ご

愛
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら

ま
た
寄
贈
す
る
所
存
で
す
。

　

筆
者
紹
介

　

埼
玉
大
学（
経
）を
経
て

本
田
技
研
工
業
に
入
社
。

海
外
事
業
に
携
わ
り
海
外

駐
在（
英
国
、豪
州
ほ
か
）。

飯田高校へ楽器を寄贈

羽生善治会長より将棋界への貢献で表彰日本学生選手権（インカレ）で悲願の初優勝

まちづくりの会合にて

（
高
72
）

濱
島　

唯
仁

高
27

交
歓
の
ひ
ろ
場

交
歓
の
ひ
ろ
場

交
歓
の
ひ
ろ
場

交
歓
の
ひ
ろ
場

交
歓
の
ひ
ろ
場

同
窓
生

　

私
は
、
小
学
校
1
年
生

か
ら
大
学
4
年
生
ま
で
約

14
年
間
水
泳
を
続
け
て
き

ま
し
た
。始
め
た
当
初
は
、

た
だ
友
人
に
会
い
た
い
が

た
め
に
練
習
や
試
合
に
参

加
し
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
中
学
3
年
生
か
ら

我
が
師
の
恩
⑰

畑　駿一郎 先生



飯 田 高 等 学 校 同 窓 会 報令和６年（2024 年）５月 1日 〔 4 〕第 91 号

の
楽
し
い
会
を
催
す
事
が

出
来
ま
し
た
。
た
だ
、
か

つ
て
総
会
以
外
に
も
カ
ラ

オ
ケ
・
ゴ
ル
フ
同
好
会
等

で
集
ま
る
機
会
、
懇
親
す

る
機
会
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
も
途
絶
え
て

い
た
中
で
、
常
連
会
員
の

高
齢
化
も
進
み
参
加
者
の

減
少
傾
向
を
止
め
ら
れ
ず

に
い
ま
す
。
故
郷
か
ら

遠
く
離
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
時
に
は
あ
の
青
春
時

代
を
過
ご
し
た
母
校
を
思

い
、
一
緒
に
校
歌
を
歌
え

る
仲
間
と
一
時
を
過
ご
す

の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

関
西
支
部
は
広
域
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
不
十
分

コ
ロ
ナ
が
開
け
た
東
京

は
、
銀
座
、
浅
草
な
ど
多

く
の
外
国
人
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
在

京
同
窓
会
の
活
動
で
す

が
、
令
和
5
年
は
在
京
同

窓
会
創
立
70
周
年
に
あ
た

り
、
8
月
20
日
に
記
念
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
古
畑

で
す
が
、
も
う
一
度
会
員

の
見
直
し
・
声
掛
け
を
し
、

幅
広
い
層
に
参
加
を
し
て

も
ら
え
る
会
に
す
べ
く
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
を
し
て

い
き
、
関
西
在
住
者
の
参

加
を
増
や
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
平　

文
人（
高
20
）

　

関
西
支
部
は
昨
年
10
月

21
日
に
第
58
回
支
部
総
会

を
神
戸
・
神
仙
閣
で
本
部

か
ら
伊
藤
会
長
に
ご
出
席

を
頂
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

支
部
総
会
は
従
来
、
大

阪
・
神
戸
・
京
都
の
持
ち

回
り
で
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
延
期
・
中
止
が

続
き
、
今
ま
で
利
用

し
て
い
た
場
所
が
宴

会
廃
止
に
な
る
等
も

あ
り
、
神
戸
で
4
年

振
り
に
中
華
料
理
店

で
の
開
催
と
な
り
、

2
次
会
に
も
多
数
が

参
加
し
て
久
し
振
り

恒
雄
さ
ん（
高
3
）に
よ
る

「
50
年
後
の
浅
間
山
荘
事

件
と
寄
り
添
い
弁
護
士
と

し
て
」、
佐
々
木
康
夫
元

会
長（
高
15
）に
よ
る「
在

京
同
窓
会
70
年
の
歩
み
」

の
講
演
が
な
さ
れ
、
大
変

好
評
で
し
た
。

　

11
月
11
日
に
は
定
期
総

会
及
び
懇
親
会
を
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催

し
、
38
回
、
48
回
の
企
画

の
も
と
２
０
８
人
が
参
加

し
、
総
会
終
了
後
、
佐
藤

健
飯
田
市
長（
高
38
）に

よ
り「
飯
田
の
こ
れ
か
ら
」

と
題
し
て
リ
ニ
ア
開
業
に

向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、萩
原
豊
さ
ん（
高

38
）に
よ
り「
世
界
の
現
場

か
ら
」と
い
う
テ
ー
マ
で

ア
マ
ゾ
ン
で
の
取
材
体
験

を
中
心
と
し
た
大
変
興
味

深
い
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

4
年
ぶ
り
の
飲
食
を
伴

う
懇
親
会
で
は
、
久
々
に

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
旧
交

　

飯
田
市
役
所
高
松
会
に

は
、
４
８
９
人
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
様
々
な
分
野

で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
整
備
状
況
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　

長
野
県
内
で
は
、
Ｊ
Ｒ

東
海
の
本
線
工
事
や
県
の

道
路
整
備
工
事
な
ど
様
々

な
場
所
で
事
業
が
本
格
化

し
て
い
ま
す
。

　

飯
田
市
で
も
、
平
成
25

年
に
上
郷
飯
沼
へ
長
野
県

駅（
仮
称
）が
決
定
以
降
、

駅
周
辺
整
備
に
向
け
た
構

想
か
ら
計
画
、
基
本
設
計

を
進
め
、
令
和
４
年
12
月

に
は
駅
前
広
場
6.5 
ha
の
土

木
の
実
施
設
計
の
概
要
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
リ

ニ
ア
駅
前
広
場
は
、
本
線

の
北
側
に
交
通
結
節
機

能
、
南
側
に
広
場
を
配
置

し
、
で
き
る
だ
け
緑
の
多

い
落
ち
着
い
た
空
間
と
な

る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

駅
や
周
辺
道
路
、
交
通

網
の
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド

整
備
と
並
行
し
て
、
リ
ニ

ア
の
整
備
効
果
を
地
域
振

興
に
活
か
す
た
め
、
地
域

の
魅
力
を
、ど
う
発
信
し
、

ど
う
来
訪
者
を
い
ざ
な
う

か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

開
業
に
向
け
て
、
地
域
特

性
を
活
か
し
た
先
進
性
の

高
い
戦
略
的
な
地
域
づ
く

り
を
積
極
的
に
展
開
し
、

そ
れ
ら
を
つ
な
い
で
連
携

し
て
い
く
取
り
組
み
を
進

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

牧
島　

光
宏（
高
35
）

を
温
め
る
こ
と
が
で
き
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
機
関
誌「
稲
穂
」
21

号
の
発
行
、
12
月
3
日
に

4
年
ぶ
り
の
歩
こ
う
会
も

実
施
し
、
久
し
ぶ
り
に
充

実
し
た
同
窓
会
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
村　

昭
文（
高
24
）

支

部

か

ら

の

発

信
神戸で伊藤俊一会長が出席して支部総会開催

地元八幡の八幡様にて

浅草　浅草寺

新役員の方々

リニアの天竜川橋りょう工事（喬木村から）

樹齢 350 年の舞台桜と旧座光寺麻績学校校舎

　

原
稿
の
依
頼

が
あ
り
60
年
前

の
出
来
事
を
思

い
出
そ
う
と
か

す
か
な
記
憶
を

辿
る
と
懐
か
し

い
場
面
が
次
々

と
出
て
来
た
。

後
期
高
齢
者
に

突
入
す
る
身
と

し
て
は
ま
だ
ま

だ
い
け
る
と
思

わ
せ
て
く
れ
た
。

　

16
歳
に
成
ら
ん
と
す

る
田
舎
の
小
僧
が
い
き

な
り
歓
迎
会
に
呼
ば
れ

正
座
1
時
間
訓
辞
の

数
々
。
暗
闇
の
中
懐
中

電
灯
を
顔
に
照
ら
さ
れ

自
己
紹
介
と
歌
を
歌
え

と
言
わ
れ
、
都
は
る
み

の「
ア
ン
コ
椿
は
恋
の

花
」を
歌
い
、
う
け
た
。

夕
食
は
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
。
小
生
の
皿
に
は

変
な
物
は
入
っ
て
い

な
か
っ
た
が
ド
ジ
ョ

ウ
や
塩
等
入
っ
た
特

製
カ
レ
ー
を
振
る
舞

わ
れ
死
に
物
狂
い
で

食
べ
た
と
聞
い
た
。

今
と
な
れ
ば
懐
か
し

い
思
い
出
で
あ
る
。

　

歓
迎
会
の
後
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
肝
試
し
。

校
歌
の
意
味
を
宿
題
に

出
さ
れ
た
り
、
旧
制
高

校
の
寮
歌
、
応
援
歌
、

沖
縄
民
謡
と
デ
カ
ン

シ
ョ
節
の
Ｈ
な
替
え
歌

等
を
歌
い
月
2
回
程
の

召
集
で
大
人
へ
の
す
ば

ら
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
て
く
れ
た
。

　

夏
休
み
後
卓
球
班
に

入
り
卒
業
ま
で
ひ
た
す

ら
白
球
を
追
っ
た
た
め

郷
友
会
は
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
わ
か
ら
な

い
。
ス
マ
ホ
で
な
ん
で

も
わ
か
る
と
い
う
今
の

若
者
を
見
る
と
生
身
の

人
間
の
付
き
合
い
が
出

来
た
我
々
は
幸
せ
だ
っ

た
と
思
う
。

常
間
地
富
男（
高
20
）

大
人
社
会
へ
の
入
口　
座
光
寺
支
部

懐かしの郷友会⑭

　

昨
年
8
月
26
日
に
支
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
の
た

め
、4
年
振
り
で
す
。久
々

に
宴
席
を
囲
み
例
年
以
上

に
各
所
で
深
く
話
し
込
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
総

会
で
、
新
井
雄
三
支
部
長

（
高
19
）を
始
め
と
し
て
新

役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
、
新

支
部
長
の
新
井
氏
に
よ

り『
国
学
と
日
本
人
の
心
』

と
題
し
て
、
高
森
町
に
あ

る
本
学
神
社
に
関
連
し
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
飯
伊
地
方
は
全
国
で

も「
平
田
学
派
」
の
会
員

が
多
か
っ
た
こ
と
や
同
神

社
に
は
国
学
の
四し

大う

人し

が

祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
興
味
深
く
聞
き
入
り

ま
し
た
。

　

伊
賀
良
支
部
の
こ
れ
か

ら
の
課
題
は
、
女
性
会
員

の
勧
誘
に
力
を
入
れ
る
こ

と
で
す
。
母
校
の
男
女
比

が
同
数
近
く
に
な
っ
た
世

代
が
年
齢
で
は
50
歳
に

な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
男
性
が
会
員
の
8
割
を

占
め
て
い
る
現
況
で
は
支

部
と
し
て
の
発
展
が
難
し

い
と
考
え
、
今
回
よ
り
地

区
幹
事
に
加
え
て
女
性
幹

事
3
人
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
新
た
な
理
事
会
で
女

性
会
員
の
勧
誘
促
進
を
決

め
ま
し
た
。

　

支
部
の
新
た
な
発
展
に

向
け
て
ス
タ
ー
ト
で
す
。

平
田　

雅
則（
高
21
）

在
京
同
窓
会

盛
大
に
支
部
創
立

盛
大
に
支
部
創
立

7070
周
年
行
事
終
わ
る

周
年
行
事
終
わ
る

盛
大
に
支
部
創
立

70
周
年
行
事
終
わ
る

関
西
支
部

関
西
支
部
の
近
況

関
西
支
部
の
近
況

関
西
支
部
の
近
況いただいています。高校生活の思い出では、強歩大会で男子コースを歩い

て後から男子にお説教されました。
問２　飯田市立図書館朗読奉仕の会「声の輪」の活動について
この活動は 40 年以上前に「声の輪」の名で始まりました。現在はデジタ
ル化し、製作した録音図書は全国のリスナーに聴いてもらえます。会員は

問１　同窓会報は読まれますか。また
高校生活の思い出は
以下に記します音訳活動の中で、この
同窓会報も紙面を全部声にしてCDに
入れ、同窓生の方にお聴きいただいて
います。盛り沢山な内容で楽しませて

松尾支部　女性部長
玉置すみ子（高 20）

シリーズ

支部めぐり人 ⑬

飯
田
市
役
所
高
松
会

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
本
格
化

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
本
格
化

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
本
格
化

５年 11月～６年 3月
11. 11 在京同窓会
11. 18 橋　南
11. 18 九州・山口
2. 17 長　野
2. 25 鼎
3. 9 山　本
3. 16 上伊那南部

支部総会一覧

伊
賀
良
支
部

女
性
会
員

女
性
会
員

大
募
集
中
で
す

大
募
集
中
で
す

女
性
会
員

大
募
集
中
で
す

一般の図書と、他に新聞や雑誌等も、自宅で頑
張ってマイクに入れています。私は入会して
20 年余になりますが、実に様々な本を読ませ
ていただきました。
問３　「声の輪」を聴いている方々の感想は
地元の利用者の方々から時々お便りをいただ
きます。中に「毎日何時間も録音図書を聴いて
過ごしています」と嬉しい声を寄せて下さる
方もいます。
問４　今後の「声の輪」の活動への思いは
AI の進歩はめざましく、未来は予測できませ
んが、当面は音声訳の需要はなくならないと
思います。若い会員の加入を図り、今後も活動
が継続していくことを願っています。
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学

年

だ

よ

り

学

年

だ

よ

り

（
高
19
）

本
島
哲
夫

俳
句
・
短
歌

俳
句
・
短
歌

俳
句
・
短
歌

　

里
に
も
雪
の
匂
い
が
す

る
よ
う
な
昨
年
12
月
1

日
。
昼
神
温
泉
郷「
伊
那

華
」に
て
古
希
の
会
開
催
。

コ
ロ
ナ
禍
で
内
実
数
年
間

　

令
和
5
年
9
月
30
日
、

コ
コ
ロ
フ
ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ

ジ
の
コ
コ
リ
ズ
ム
に
於
い

て
50
周
年
同
年
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
総
会
の
学
年
当

番
を
終
え
た
翌
年
の
令
和

5
年
11
月
3
日
、
市
内
の

ホ
テ
ル
に
て
我
が
25
回
生

の
卒
業
50
周
年
記
念
同
窓

会
が
駒
瀬
校
長
先
生
、
伊

　

当
日
は
50
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
、
母
校
よ
り

清
水
敏
教
頭
先
生
、
伊
藤

俊
一
同
窓
会
長
に
御
臨
席

を
賜
り
、
卒
業
生
90
人
の

参
加
の
も
と
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
2
年
程
遅
れ
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
久
し

ぶ
り
の
友
と
の
会
話
は
、

す
ぐ
に
高
校
生
時
代
に
連

れ
戻
し
て
く
れ
、
充
実
し

た
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

藤
同
窓
会
長
を
迎
え
80
余

名
の
出
席
を
得
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。　

　

今
回
は
特
別
に
講
演
会

等
も
な
か
っ
た
が
、
話
上

手
な
村
長
の
話
や
彫
刻

家
、
作
詞
も
手
掛
け
る
作

家
、
劇
団
の
座
長
を
務
め

る
御
仁
な
ど
、
各
方
面
で

活
躍
す
る
仲
間
の
報
告
が

あ
り
、
参
加
者
同
士
の
懇

談
も
時
間
い
っ
ぱ
い
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
50
周
年
を
機
に

同
窓
会
へ
の
寄
付
を
提

案
、
賛
同
を
得
た
。
翌
日

は
有
志
に
よ
る
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
好
天
の
下
、
高
森

カ
ン
ト
リ
ー
で
開
か
れ
た
。

　

ま
た
、
急
な
要
請
で
あ

り
ま
し
た
が
同
時
に
実
施

し
た
母
校
へ
の
寄
付
金
募

集
に
、
参
加
者
以
外
の
卒

業
生
に
も
協
力
い
た
だ

き
、
無
事
贈
呈
で
き
ま
し

た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

れ
て
乾
杯
！　

出
席
者
の

気
持
ち
が
解
れ
て
談
笑
が

始
ま
り
ま
し
た
。
愉
し
い

宴
会
を
経
て
、最
後
は「
友

よ
若
木
の
♪
校
歌
」で
締

め
ま
し
た
。

　

古
希
と
い
う
初
体
験
の

我
ら
で
す
が
、
阿
智
村
の

空
気
感
と
私
達
の
年
齢
か

ら
く
る
穏
や
か
さ
と
ゆ
っ

た
り
感
も
心
に
染
み
、
こ

う
し
て
年
を
重
ね
た
か
ら

こ
そ
見
る
景
色
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

が
経
て
い
た
。

記
念
講
演
は
、

教
員
を
経
て
現

在
は
国
語
学
を

究
め
て
い
る
山

形
市
在
住
の
結

城
裕
子
さ
ん
。

宴
会
で
は
、
34

回
生
の
女
将
の

心
尽
く
し
の
美

酒
が
振
る
舞
わ

　

昭
和
27
年

に
卒
業
、
お

互
い
に
そ
れ

ぞ
れ
の
道
を

歩
み
こ
の
国

の
高
度
成
長

や
地
域
発
展

に
力
を
注

ぎ
、
役
割
を

同
級
生
ら
は
予か

ね

て
毎
月
第

一
水
曜
日
に
定
例
会（
一

水
会
）を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
断

を
経
て
、
昨
年
夏
よ
り
再

開
し
て
い
ま
す
。
す
で
に

多
く
の
級
友
が
黄
泉
の
客

と
な
る
中
、
在
校
時
代
の

恩
師
や
仲
間
に
想
い
を
寄

せ
、
語
り
合
う
時
間
を
共

に
し
て
い
ま
す
。締
め
は
、

出
席
者
皆
で
手
拍
子
で
の

校
歌
。〝
赤
石
山
は
巍
々
と

し
て
〟を
味
わ
い
深
く
、

心
の
中
で
様
々
な
想
い
に

耽
り
な
が
ら
。

果
た
し
て
き
ま
し
た
。
現

役
を
引
退
し
た
各
自
は
第

二
の
人
生
を
楽
し
む
年
代

と
な
り
、
地
元
に
暮
ら
す

小木曽玲子

山田　博章

（高21）

（高4）

昼神温泉郷での古希の会

90 歳で校歌を！
　　　高4回“一水会”

井村　伸郎（高 27）
卒業50周年に向けて
  ～ 25 周年記念式典の記憶など～

おおららがが同同期期のの自自慢慢ばばななししおおららがが同同期期のの自自慢慢ばばななししおらが同期の自慢ばなし澪

た
25
周
年
の
記
憶
が
だ
ん

だ
ん
と
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
同
窓
会
事
務
局

く
な
り
、
当
時
の
面
影
が

残
る
の
は
講
堂
と
体
育
館

だ
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
翌
年
に

は
卒
業
50

周
年
だ
」

と
聞
き
、

あ
れ
か
ら

も
う
25
年

が
過
ぎ
た

の
か
と
戸

惑
い
を
覚

え
ま
し

た
。
皆
か

ら
推
さ
れ

て
25
周
年

　

昨
年
春
先
に
、「
高

27
回
が
来
年
同
窓
会
の

総
会
当
番
幹
事
だ
ぞ
」、

の
実
行
委
員
長
を
仰
せ

つ
か
り
、実
行
委
員
会
。

大
勢
の
仲
間
に
助
け
ら

れ
て
盛
大
に
開
催
で
き

　

そ
こ
で
式
典
を
講
堂

で
、
懇
親
会
を
体
育
館
で

開
催
し
よ
う
と
提
案
を
し

で
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
青
春

時
代
に
親
し
ん

だ
講
堂
が
翌
年

に
取
り
壊
さ

れ
、
新
し
い
体

育
館
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
し

た
。
校
舎
も
新

し
く
な
り
、
水

泳
班
で
青
春
の

多
く
の
時
間
を

過
ご
し
た
プ
ー

ル
、
班
室
も
な

ま
し
た
。
宴
会
場
で
行
う

の
と
は
異
な
り
、
会
場
の

設
営
も
、
看
板
や
式
次
第

な
ど
す
べ
て
を
手
作
り

で
用
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
大
変
で
し
た
が
、

み
ん
な
の
協
力
で
盛
大

に
25
周
年
の
事
業
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

あ
れ
か
ら
あ
っ
と
い

う
間
に
25
年
。
今
回
の

総
会
の
運
営
に
と
集
ま

り
、
し
ば
ら
く
酒
を
酌

み
交
わ
し
話
を
し
て
い

る
う
ち
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
が
蘇
っ
て
き
ま

し
た
。
50
周
年
で
は
、

も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん

と
そ
ん
な
時
間
が
過
ご

せ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。

古希を迎えて

一水会の面々

高校時代に戻ったひととき

枯
れ
し
か
と

思
わ
ぬ
ば
か
り
に

色
あ
せ
て

　
　

冬
枯
れ
山
の　

春
を
待
つ
杉

年
越
え
て　

枝
先
き
高
く　

花
梨
あ
り

公い

ち

ょ

う

孫
樹
影か

げ　

降
り
敷
く
落
葉　

ひ
し
と
抱
き

立
ち
退
き
て

古
里
広
し

リ
ニ
ア
駅

温
も
り
や

争
い
止
め
る

知
恵
袋

高
校
23
回
　
卒
業
50
周
年
の
集
い

50
年
を
経
て
結
ぶ
絆

宮
﨑
　
栄
治

奥
村
　
和
徳

（
高
23
）

（
高
25
）いろいろな話題で盛り上がる

　

去
る
2
月
、
飯
田
市
総

合
運
動
場
で
令
和
5
年
度

北
信
越
高
校
ラ
グ
ビ
ー
新

人
大
会
が
行
わ
れ
、
母
校

ラ
グ
ビ
ー
班
は
第
3
位

に
。
県
大
会
で
の
負
傷
に

よ
り
一
人
を
欠
く
中
、
空

手
班
か
ら
の
助
っ
人
を
加

え
ぎ
り
ぎ
り
の
15
人
で
乗

り
切
り
ま
し
た
。

　

私
が
現
役
の
時
も
人
数

不
足
に
よ
り
新
人
戦
へ
の

出
場
は
叶
わ
ず
、
秋
の
花

園
予
選
で
は
同
学
年
の

助
っ
人
も
加
え
出
場
で
き

ま
し
た
。
そ
の
時
の
助
っ

人
の
何
人
か
と
は
今
で
も

親
交
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
校
ラ
グ
ビ
ー
班
の
歴

史
に
は
助
っ
人
あ
り
。
私

達
よ
り
前
の
代
か
ら
常
に

人
数
不
足
が
続
い
て
お

り
、
75
周
年
を
迎
え
ら
れ

る
の
も
代
々
同
級
生
と
の

友
人
関
係
を
基
礎
と
し
た

助
っ
人
の
存
在
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
と
強
調
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
大
切
に
し

な
が
ら
花
園
出
場
を
積
み

重
ね
、
次
の
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

⑰
ラ
グ
ビ
ー
班 

75
年
の
歴
史
に
助
っ
人
あ
り

（
高
28
）

小
澤　
　

健
令和５年度北信越高校ラグビー新人大会

現役生の雄姿
　

長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
陸
上
班
、
中
で
も
二
度

の
県
大
会
優
勝
な
ど
、
黄

金
期
と
も
言
わ
れ
た
昭
和

30
年
代
入
学
の
高
13
回
か

ら
19
回
生
の
Ｏ
Ｂ
会
が
、

恩
師
の
大
島
明
先
生
を
囲

ん
で
開
か
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
経

験
者
の
市
瀬
秀
美
さ
ん

（
高
16
）か
ら
花
束
を
受
け

取
っ
た
先
生
か
ら「
皆
さ

ん
と
出
会
い
60
数
年
を
経

て
こ
う
し
て
共
に
語
る
こ

と
が
で
き
る
喜
び
に
感
謝

で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
挨

拶
い
た
だ
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体

に
出
場
、
日
本
で
も
有
数

の
短
距
離
走
者
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
市
岡
秀
昭
さ
ん

（
高
14
）は
、「
陸
上
班
で

の
様
々
な
出
会
い
や
厳
し

い
練
習
を
通
し
て
鍛
え
蓄

え
ら
れ
た
力
が
自
分
の
人

生
に
と
っ
て
土
台
と
な
っ

た
」と
振
り
返
る
な
ど
、

出
席
者
一
同
当
時
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

　

会
の
締
め
に
は
母
校
と

陸
上
班
へ
の
熱
い
エ
ー
ル

を
込
め
て
校
歌
を
高
ら
か

に
歌
い
上
げ
、
再
会
を

誓
っ
た
。

⑱
黄
金
世
代
が
集
っ
た
陸
上
班
Ｏ
Ｂ
会

（
高
19
）

下
平　
　

薫

走り、投げ、跳び、共に戦った面々

あれからもう25年！　卒業25周年式典にて
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木
曜
日
の
6
時
間
目
を

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

と
し
、
個
人
も
し
く
は
集

団
で
問
い
を
設
定
し
、
情

報
の
収
集
・
分
析
を
行
い
、

ま
と
め
・
表
現
を
す
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

目
指
し
て
い
る
の
は
、
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
高

め
、
卒
業
後
の
進
路
選
択

に
活
か
す
こ
と
で
あ
る
。

授
業
を
構
成
す
る
中
で

は
、
積
極
的
に
外
部
講
師

の
話
を
聞
く
機
会
を
設
け

る
、
必
要
に
応
じ
、
飯
田

市
役
所
や
地
元
の
企
業
な

ど
と
関
わ
る
こ
と
を
支
援

す
る
な
ど
、
学
校
外
部
と

の
関
わ
り
を
重
視
し
て
い

る
。
現
3
学
年
の
中
に
は

下
段
の
紹
介
以
外
に
も
、

Z
世
代
で
話
題
に
な
っ
て

い
る
蛙
化
現
象
の
国
際
比

較
を
通
し
、
日
本
社
会
の

特
徴
に
迫
ろ
う
と
し
て
い

る
生
徒
、
若
者
の
考
え
た

起
業
ア
イ
デ
ア
を
地
元
企

業
に
提
案
す
る「
若
者
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」を
企
画
し
て
い
る
生

徒
な
ど
が
い
る
。

　

共
通
す
る
の
は
、
校
内

だ
け
で
な
く
校
外
か
ら
も

適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ

と
を
通
し
考
え
を
深
め
る

と
と
も
に
刺
激
を
受
け
、

時
に
は
行
動
を
起
こ
し
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

指
導
要
領
の
改
訂
に
伴

い
始
ま
っ
た
新
し
い
授
業

で
あ
り
、
課
題
も
山
積
し

て
い
る
が
、
教
員
自
身
が

失
敗
を
怖
が
ら
ず
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
こ

の
2
年
の
中
で
実
感
し
て

い
る
。
今
後
も
、
生
徒
と

一
緒
に
よ
り
良
い
時
間
と

な
る
様
、
探
究
学
習
を
探

究
し
て
い
き
た
い
。

　
「
水
引
ふ
る
さ
と
工
芸

館
」の
廃
業
か
ら
水
引
産

業
が
衰
退
す
る
こ
と
へ
の

強
い
課
題
意
識
を
感
じ
た

一
方
、業
界
全
体
で「
新
し

い
分
野
開
拓
」に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、

「
想
い
を
形
に
で
き
る
」水

引
に
魅
了
さ
れ
、
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　

今
ま
で
計
8
回
、
２

９
５
人
の
方
々
に
水
引

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
水
引
マ
ッ
プ
や

SDGs
バ
ッ
ジ
の
作
製
な

ど
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

ま
し
た
。結
果
、長
野
県
マ

イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー

ド
で「
県
知
事
賞
」、
飯
田

市
か
ら「
ム
ト
ス
飯
田
賞
」

を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
私
の
原

動
力
は
色
々
な
方
々
と
の

出
会
い
で
す
。
自
分
の
創

り
た
い
未
来
に
向
か
い
、

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

て
い
る「
同
世
代
の
高
校

生
」、
地
域
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
高
い
熱
意
を
持
ち

活
動
す
る「
地
域
の
方
々
」

と
出
会
い
、
私
は
好
き
に

素
直
に
行
動
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
と
、
人
と
一
緒
に

目
標
に
向
か
っ
て
挑
む
こ

と
の
面
白
さ
を
知
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、人
と
の

関
わ
り
の
中
で
好
き
に
素

直
に
挑
戦
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！

3
年　

宮
下
あ
か
り

　

本
校

で
は
令

和
4
年

度
よ
り

生
と
連
携
を
取
り
、
自
分

た
ち
生
徒
主
体
の
活
動
を

し
て
い
き
自
治
会
員
全
員

が
過
ご
し
や
す
い
空
間
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
も
緩

和
さ
れ
て
制
限
が
減
っ
て

き
た
今
、
自
分
た
ち
飯
田

高
校
生
が
地
域
活
動
や
他

校
と
協
力
を
し
て
飯
田
下

伊
那
全
体
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
実

際
に
地
域
活
動
へ
も
活
発

に
参
加
し
、
探
究
活
動
に

も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
実
際
に
実
施
し
た

こ
と
は
、
1
月
1
日
に
起

こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
へ

の
募
金
活
動
で
す
。
石
川

県
と
は
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

と
い
う
面
で
つ
な
が
り
が

あ
り
、
近
隣
地
域
と
し
て

被
災
地
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
企

画
し
ま
し
た
。

　

以
上
に
述
べ
た
事
柄
も

含
め
、
飯
田
高
校
の
良
い

伝
統
を
引
き
継
い
で
い
き

ま
す
。

学
園
だ
よ
り

学
園
だ
よ
り

学 校 名 現 卒 学 校 名 現 卒 学 校 名 現 卒 学 校 名 現 卒
東 北 1 名古屋市立 2 津 田 塾 1 愛 知 医 科 1
茨 城 1 京 都 府 立 1 帝 京 2 愛 知 学 院 11
筑 波 3 大 阪 公 立 1 東 海 6 愛 知 淑 徳 4
宇 都 宮 2 1 兵 庫 県 立 1 東京医療学院 1 金 城 学 院 4
群 馬 1 1 叡 啓 1 東 京 音 楽 1 中 京 17
埼 玉 1 北九州市立 1 東 京 工 科 5 中 部 6
千 葉 1 公立大学合計 25 3 東 京 女 子 1 東 海 学 園 4
東 京 1 国公立大学合計 95 9 東 京 成 徳 1 同 朋 1
東京医科歯科 1 酪 農 学 園 1 東 京 電 機 10 名古屋外国語 7
東 京 海 洋 2 常 磐 1 東 京 都 市 1 名古屋学院 1
東 京 学 芸 5 国際医療福祉 1 東 京 農 業 8 名古屋学芸 2
東 京 芸 術 1 自 治 医 科 1 東 京 未 来 1 名古屋商科 1
東 京 工 業 1 高崎健康福祉 2 東 京 薬 科 8 名古屋女子 2
横 浜 国 立 1 城 西 1 東 京 理 科 7 1 南 山 2
上 越 教 育 1 日本医療科学 1 東 邦 3 日 本 福 祉 11
新 潟 1 文 教 4 東 洋 14 藤 田 医 科 3
富 山 3 神 田 外 語 2 日 本 体 育 1 名 城 21 2
金 沢 2 千 葉 工 業 11 二 松 学 舎 3 鈴鹿医療科学 1
山 梨 4 青 山 学 院 5 2 日 本 9 4 大 谷 1
信 州 17 2 亜 細 亜 1 日本社会事業 1 京 都 産 業 3
岐 阜 3 大 妻 女 子 1 日 本 女 子 1 京 都 薬 科 1
静 岡 1 学 習 院 2 1 法 政 9 1 同 志 社 7
名 古 屋 6 1 杏 林 4 武 蔵 1 同志社女子 1
名古屋工業 1 北 里 5 武 蔵 野 2 龍 谷 19
京 都 1 慶 應 義 塾 5 武蔵野美術 4 立 命 館 21 2
大 阪 2 工 学 院 4 明 治 15 2 関 西 8
大 阪 教 育 1 國 學 院 7 明 治 学 院 9 関西外国語 2
奈 良 教 育 1 国 士 舘 3 明 治 薬 科 2 近 畿 17 1
鳥 取 1 駒 澤 8 1 明 星 3 摂 南 3
香 川 1 昭 和 1 立 教 2 2 関 西 学 院 1
九 州 1 昭 和 薬 科 1 立 正 3 1 神 戸 常 盤 1
宮 崎 2 芝 浦 工 業 3 早 稲 田 5 1 神 戸 薬 科 1
国立大学合計 70 6 順 天 堂 5 神 奈 川 9 奈 良 1
群馬県立女子 1 女 子 美 術 1 神奈川工科 1 川 崎 医 科 1
高 崎 経 済 2 実 践 女 子 1 関 東 学 院 1 山 口 学 芸 1
埼 玉 県 立 2 1 成 蹊 4 健 康 科 学 1 私立大学合計 496 26
公 立 小 松 1 成 城 8 山 梨 学 院 2 飯田短期大学 1
福 井 県 立 1 専 修 10 1 長野保健医療 1 私立短期大学合計 1
都 留 文 科 5 1 創 価 1 岐阜医療科学 2 防衛医科大学校 1
山 梨 県 立 1 大 正 6 岐阜聖徳学園 2 気 象 大 学 校 1
公立諏訪東京理科 2 1 玉 川 3 静岡英和学院 1 文科省所管外大学校合計 1 1
長 野 1 多 摩 美 術 2 静岡理工科 1 京都建築大学校 1
長野県看護 1 大 東 文 化 7 常 葉 6 名古屋スクールオブミュー

ジック &ダンス専門学校 1
岐 阜 薬 科 1 中 央 8 1 愛 知 13 専門学校他　合計 2

（3月 31日現在　進路室把握分）（3月 31日現在　進路室把握分）

　

私
は

地
域
の

方
や
他

の
高
校

佐
藤
　
　
遼

新
生
徒
会
長
挨
拶

新
生
徒
会
長
挨
拶

2024 年度入試　大学等合格者数一覧2024年度入試　大学等合格者数一覧

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
班

は
、
3
月
現
在
1
年
生
7

人
、2
年
生
5
人
、マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
1
人
の
計
13
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
遠
山

先
生
、
栁
川
先
生
、
外
部

コ
ー
チ
の
今
村
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
い
つ
も
元
気

に
明
る
く
、
互
い
に
支
え

合
い
な
が
ら
日
々
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
は
南
信
大
会
ベ

ス
ト
4
を
目
標
に
練
習
に

取
り
組
み
、
南
信
総
体
で

は
準
優
勝
と
い
う
成
果
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
目
標
を

高
く
掲
げ
、
県
大
会
ベ
ス

ト
8
を
目
標
に
練
習
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
選
手

権
大
会
県
大
会
出
場
、
新

人
戦
で
は
南
信
準
優
勝
、

県
ベ
ス
ト
16
と
い
う
成
績

を
残
せ
ま
し
た
。
目
標
の

県
ベ
ス
ト
8
に
は
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
経

験
を
糧
に
最
後
の
総
体
に

向
か
っ
て
チ
ー
ム
全
体
で

　

私
達
天
文
班
は
天
文

ド
ー
ム
を
利
用
し
た
天
体

観
測
と
合
宿
が
通
常
の
活

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
入
学
し
た
頃
や
そ

の
少
し
前
の
年
ま
で
は
コ

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
今

後
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

3
年　

増
沢　

心
結

ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
満
足
の
い
く

活
動
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
で
し
た

が
、
去
年
か
ら
少

し
ず
つ
活
動
の
機

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班
で

は
、
各
自
が
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
や
県
大
会
ベ
ス
ト

4
と
い
っ
た
目
標
を
も

ち
、
自
分
た
ち
の
課
題
を

克
服
で
き
る
よ
う
な
練
習

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
秋
の
新
人
戦

で
は
、
団
体
、
個
人
2
ペ

ア
が
県
大
会
出
場
を
果
た

し
、
初
戦
を
勝
利
す
る
な

ど
、
前
年
を
上
回
る
成
績

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
練
習
の
成
果
や
粘
り

強
く
戦
う
チ
ー
ム
の
良
さ

が
出
た
結
果
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
大
差
で
負
け

て
し
ま
う
試
合
も
あ
り
ま

し
た
が
、
他
の
高
校
と
の

差
を
感
じ
る
こ
と
や
自
分

た
ち
に
足
り
な
い
点
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
3
年

生
に
と
っ
て
は
最
後
の
大

会
と
な
る
総
体
も
近
づ
い

て
き
て
い
る
の
で
、
目
標

達
成
に
向
け
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

3
年　

清
水　

寛
太

会
も
増
え
て
い
き
、
あ
る

程
度
の
頻
度
の
合
宿
や
、

文
化
祭
で
学
外
の
方
を
招

い
て
の
天
文
台
ツ
ア
ー
、

阿
智
村
で
行
わ
れ
た
天
文

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
タ
イ
ト

ル
は
先
代
の
部
長
が
考
え

た
も
の
を
お
借
り
し
ま
し

た
。
こ
の
言
葉
の
よ
う
に

皆
さ
ん
も
天
体
観
測
を
難

し
く
考
え
ず
に
勉
強
や
仕

事
の
気
分
転
換
に
少
し
夜

空
を
観
て
く
だ
さ
い
。

3
年　

藤
本　

崚
聖

目
指
せ

　
県
ベ
ス
ト
８
！

書
を
捨
て
よ
、

　
星
を
見
よ
う

総
体
に
向
け
て

女
子
バ
レ
ー
班

天

文

班

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班

（3月 31日現在　進路室把握分）

令和５年度県新人大会で

カセグレン式望遠鏡

頑張ったしるし
新人戦南信大会準優勝

好
き
に
素
直
に

好
き
に
素
直
に

　
行
動
し
た
先
に

　
行
動
し
た
先
に

　
　
あ
っ
た
出
会
い

　
　
あ
っ
た
出
会
い

水
引（
い
い
ら
ぼ
）

水
引（
い
い
ら
ぼ
）

飯
田
高
校
の

　
　
　
探
究
学
習

大
房
　
信
幸

学
習
指
導
係
探
究
担
当

松本での水引ワークショップ
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〔
中
回
生
〕

41
宮
沢　

博
人 

6
・
2
・
18

41
吉
川　

喜
八 

4
・
7
・
6

42
志
村
銀
之
助 

6
・
3
・
1

42
棚
田　

直
彦 

5
・
6
・
14

43
久
保
田
義
夫 

5
・
4
・
3

44
大
熊　

利
夫 

4
・
9
・
16

44
毛
涯　

雅
美 

5
・
10
・
11 

44
龍
口
七
美
男 

5
・
9
・
26

45
北
沢　

富
男 

5
・
10
・
10 

46
塩
倉
千
代
治 

Ｈ
30
・
10
・
25

46
林　
　

建
彦 

5
・
3
・
17

46
藤
本　

幸
男 

Ｈ
29
・
7
・
19

46
吉
川　

範
治 

5
・
1
・
7

47
岡
本　
　

剛 

6
・
1
・
24

48
斎
藤　
　

進 

5
・
7
・
25

〔
高
回
生
〕

2
安
藤　

道
也 

6
・
2
・
17

2
石
原　

章
好 

5
・
3
・
13

2
伊
藤　
　

宣 

5
・
3
・
27

2
梅
本　

忠
之 

4
・
1
・
19

2
大
井　
　

巌 

5
・
7
・
4

2
藤
岡　

幹
雄 

5
・
1
・
12 
2
湯
澤　

和
人 

5
・
10
・
20 
3
木
下　

昭
郎 

6
・
1
・
13

3
熊
谷　

邦
雄 

4
・
10
・
12

3
谷
澤
太
加
夫 

3
・
12
・
10

4
上
松　

公
平 
6
・
1
・
28

4
倉
沢　

行
洋 
5
・
1
・
21 

4
後
藤　

英
介 
5
・
12
・
7 

4
鎮
西　

清
高 

5
・
7
・
27

10
小
野
五
代
子 

5
・
12
・
7

10
知
久　

一
彦 

5
・
8
・
12

10
中
島　
　

斉 

5
・
9
・
9

10
野
口　

幸
夫 

6
・
1
・
26

11
小
澤　
　

勝 

6
・
1
・
15

11
久
保
田
康
暉 

5
・
8
・
13

11
塩
沢　

璋
忠 

5
・
2
・
24

11
竹
村　

進
策 

5
・
9
・
3

11
林　
　

公
道 

4
・
12
・
30

12
恩
澤　
　

巌 

5
・
10
・
1

12
熊
谷　

茂
旻 

5
・
9
・
3

12
齋
藤　

昭
雄 

5
・
10
・
31

12
塩
澤　

世
文 

Ｈ
29
・
12
・
10

12
渡
辺　

敏
子 

5
・
11
・
4

13
田
中
昇
一
郎 

5
・
7
・
4

13
宮
下　

之
宏 

5
・
2
・
23

13
矢
澤　

伸
夫 

4
・
12
・
27

14
宮
川　

和
健 

5
・
11
・
6

15
青
木　

克
彦 

6
・
1
・
26

15
市
村　

裕
三 

5
・
6
・
14

15
木
下　

武
男 

5
・
9
・
15

15
肥
後　

康
也 

5
・
3
・
16

15
吉
川　

正
彦 

5
・
3
・
28

16
寺
社
下
嘉
子 

5
・
10
・
23

16
関
島　

恒
彰 

5
・
9
・
25

16
奈
良　

洋
一 

4
・
2
・
15

17
平
沢　

忠
明 

6
・
3
・
17

18
池
戸　

昭
夫 

5
・
11
・
7

18
遠
山　

滋
夫 

5
・
5
・
12

19
中
井　

洋
一 

6
・
2
・
21

19
林　
　

健
一 

5
・
11
・
7

19
宮
嶋　

孝
彦 

6
・
1
・
24

21
伊
藤　

博
典 

6
・
1
・
29

21
勅
使
河
原
公
偉 

6
・
2
・
22

22
嶋
倉　

勝
秀 

6
・
3
・
12

22
森
下　

憲
治 

5
・
6
・
25

23
塩
澤　
　

明 

5
・
8
・
6

24
松
澤　

泰
治 

5
・
11
・
9

26
中
島　

昌
子 

5
・
9
・
6

27
菅
沼　

立
至 

5
・
5
・
23

27
深
尾　

隆
二 

5
・
7
・
24

27
横
山　

康
司 

5
・
10
・
25

29
岡
庭　

保
人 

6
・
3
・
3

29
吉
川　
　

博 

3
・
12
・
1

40
小
木
曽
宏
和 

6
・
2
・
1

41
近
藤　

岳
博 

2
・
11
・
20

43
平
栗　

公
子 

5
・
10
・
25

44
北
村　
　

寿 

4
・
12
・
17

4
横
谷　
　

伸 

5
・
10
・
28

5
井
口　

卓
二 

5
・
9
・
14

5
岡
村　

良
子 

5
・
6
・
30

5
佐
々
木
賢
司 

4
・
12
・
26

5
津
野　

典
子 

2
・
2
・
6

5
村
澤　

覺
男 

5
・
8
・
29

5
米
窪　

交
平 

5
・
4
・
25

6
市
沢　
　

晃 

4
・
1
・
23

6
漆
原　

良
子 

5
・
9
・
28

6
岡
田　

泰
子 

6
・
1
・
10

6
佐
々
木
俊
昭 

4
・
11
・
12

6
清
野
譲
次
郎 

5
・
3
・
6

6
田
中
智
恵
子 

5
・
5
・
8

6
千
葉　
　

恭 

5
・
11
・
1

6
中
島　

明
彦 

5
・
12
・
13

6
羽
生　

義
雄 

5
・
9
・
18

6
村
松　

英
人 

5
・
3
・
14

7
北
村　
　

厚 

Ｈ
30
・
9
・
18

7
佐
々
木
啓
之 

Ｈ
31
・
2
・
28

7
清
水　

闊
親 

6
・
3
・
5

7
髙
田　

正
三 

5
・
9
・
2

7
高
橋　

恵
一 

5
・
1
・
26

7
畑
中　

博
文 

5
・
2
・
18

7
森　

剛
太
郎 

5
・
9
・
29

8
内
藤　

良
太 

5
・
12
・
2

8
原
田　

守
啓 

5
・
10
・
16

9
桐
生　

泰
造 

5
・
11
・
22

9
後
藤　
　

晃 

5
・
9
・
28

9
塩
澤　

統
市 

6
・
3
・
13

9
下
田　

壽
昭 

5
・
7
・
8

9
平
沢　

宗
治 

5
・
5
・
25

9
本
山　

睦
登 

5
・
10
・
20

9
吉
川
幸
三
郎 

5
・
6
・
15

会
員
訃
報

石
川
県
立
飯
田
高
校

へ
義
援
金

委 

員 

長 

佐
々
木
公
美
子 

高
37

副
委
員
長 

宇
佐
美
庸
子 

高
18

委　
　

員 

北
原　

和
子 

高
16

 

平
沢　

忠
明 

高
17

 

小
林　

敏
雄 

高
18

 

金
澤　

佳
昭 

高
21

 

鈴
木　

桂
子 

高
21

 

新
海
登
美
子 

高
23

 

小
林　

敏
昭 

高
26

 

飯
島　
　

剛 

高
28

 

羽
生　

武
彦 

高
28

 

桐
生　
　

正 

高
33

 

堀
本　

喜
正 

高
43

 

篠
田　

和
久 

高
44

 

北
林　
　

南 

高
51

 

遠
山　

昂
希 

高
62

事 

務 

局 

市
岡　
　

登 

高
22

 

大
澤　

聖
美 

高
44

　

下
伊
那
地
方
の
中
等
学

校
の
先
駆
と
な
っ
た
下
伊

那
中
学
校
は
、
明
治
15
年

（
１
８
８
２
年
）、
伝
馬
町

の
欣
求
山
永
昌
院
に
開
校

し
ま
し
た
。
そ
の
後
何
回

か
の
移
転
を
経
て
、
明
治

32
年
、
長
野
県
松
本
中
学

校
飯
田
支
校
と
な
り
、
さ

ら
に
明
治
33
年（
１
９
０

０
年
）4
月
15
日
に
独
立

中
学
校
と
し
て
長
野
県
飯

田
中
学
校
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

平
成
12
年（
２
０
０
０

年
）4
月
15
日
、独
立
百
周

年
を
記
念
し
て
、
永
昌
院

境
内
の
一
角
に
こ
の
碑
を

建
立
し
ま
し
た
。

　

以
来
23
年
が
経
過
し

て
、
隣
接
の
桜
の

木
が
成
長
す
る
と

共
に
木
の
根
が
地

表
に
突
き
出
し
、

石
碑
を
押
し
上
げ

て
傾
き
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
放
っ
て

お
く
と
倒
れ
る
危

険
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
住
職
と
も
相
談

の
う
え
、
令
和
５
年
４
月

に
石
細
工
店
に
移
設
を
依

頼
し
、
10
月
に
境
内
の
別

の
場
所
へ
移
設
工
事
を
完

了
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
長　

市
岡　

登

　

高
13
回
生
の
我
が
同

期「
昴
会
」は
3
年
前
の

当
会
報「
お
ら
が
同
期

の
自
慢
ば
な
し
」で
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
傘
寿
を
過
ぎ
て
82

歳
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
現
在
で
も
毎
月
一

度
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

途
絶
え
る
こ
と
な
く
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
毎

月
第
3
金
曜
日
9
時
飯

田
CC
・
ア
ウ
ト
コ
ー
ス

◆
95
歳
元
気
で
制
作
あ
り

が
た
い
事
で
す
。

山
岸　

忠
彦（
中
46
）

◆
91
歳
、
元
気
に
や
っ

て
ま
す
。
シ
ニ
ア
の
た

め
の
童
謡
の
会（
み
ど
り

童
謡
の
会
）を
立
ち
あ
げ

て
26
年
。
足
腰
に
不
自
由

な
し
！　

毎
日
、
元
気
に

や
っ
て
ま
す
。

木
下　

民
部（
高
3
）

◆
農
地
が
あ
る
た
め
、花
、

野
菜
等
作
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
の
歌（
カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
、
ア
リ
ア
、
日
本
民

謡
）、邦
楽（
尺
八
）お
琴
と

の
演
奏
等
々
楽
し
ん
で
い

ま
す
。有

隅　
　

昇（
高
6
）

◆
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。傘
寿
を
迎
え
、体
調
万

全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

桜
守
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

古
文
書
解
読
に
よ
る
江
戸

文
化
の
学
び
直
し
を
し
て

い
ま
す
。

片
桐　

彦
宣（
高
14
）

◆
相
続
し
た
実
家（
飯
田

市
）と
埼
玉
を
行
っ
た
り

来
た
り
し
て
い
ま
す
。
健

康
で
過
ご
す
こ
と
を
心
が

け
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
サ
ウ
ナ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

森
山
芙
佐
子（
高
16
）

◆
飯
田
か
ら
上
京
し
半
世

紀
余
、写
真
・
デ
ザ
イ
ン
を

学
び
、
北
か
ら
南
ま
で
全

国
各
地
へ
ロ
ケ
に
行
き
、

大
変
で
し
た
が
今
と
な
っ

て
は
い
い
思
い
出
で
す
。

70
歳
で
仕
事
を
引
退
、
今

日
は
家
内
と
2
人
で
合
羽

橋
の
田
窯
、上
野
松
坂
屋
、

丸
井
で
買
い
物
、
ド
ト
ー

ル
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で

帰
り
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
一
休
み
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

鈴
木　

保
男（
高
21
）

◆
防
衛
省
米
国
勤
務
よ
り

帰
国
を
機
に
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ

ジ
ャ
パ
ン
に
転
職
し
ま
し

た
。
大
好
き
な
生
き
も
の

と
自
然
を
守
る
た
め
、
今

ま
で
培
っ
て
き
た
国
際
力

を
生
か
し
、
持
続
可
能
な

未
来
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

羽
尾　

芽
生（
高
63
）

ス
タ
ー
ト
」は
ず
っ
と
変

わ
ら
ず
、
毎
回
15
人
前
後

が
集
い
、
お
互
い
に
参
加

出
来
た
こ
と
を
喜
び
感
謝

し
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
飯
伊
地
区
で
は
こ

こ
だ
け
の
キ
ャ
デ
ィ
付
で

キ
ャ
デ
ィ
さ
ん
と
会
話
を

し
な
が
ら
の
プ
レ
ー
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。

　

向
上
心
熱
く
、
で
も
ス

コ
ア
に
関
係
な
く
純
粋
に

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
我
が
同

期
の
ゴ
ル
フ
会
が
さ
ら
に

長
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

毎月１度の昴会

移設された石碑

編
集
を
終
え
て

編
集
を
終
え
て

編
集
を
終
え
て

教育振興基金賛助金

1,417,155 円

飯田高校教育振興基金

正門整備基金

飯田高校教育振興基金振込口座名
◎ゆうちょ銀行
　名義「飯田高校教育振興基金」
　口座番号00500-4-33149
　他金融機関からの振込口座名義飯田高校教育
振興基金店番059　当座口座番号0033149
を入れてください。

◎八十二銀行上郷支店
　名義「飯田高校教育振興基金管理運営委員会」
　口座番号　普通　117302

◎飯田信用金庫上郷支店
　名義「飯田高校教育振興基金管理運営委員会」
　口座番号　普通　3617183

令和 5年下期支援金
開校の地石碑移転工事
高校教育研究協議会参加旅費補助

全国高校生フォーラム参加旅費補助

理数科学力向上支援
エアコン設置工事

飯田高校HP保守費用

令和 5 年 10 月 1 日〜令和 6 年 3 月 31 日

令和 5 年 10 月 1 日〜令和 6 年 3 月 31 日

収支報告はありません。

で
す
。
そ
の
よ
う
な
縁
か

ら
、
飯
田
市
で
珠
洲
市
へ

の
支
援
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　

同
窓
会
で
も
、
１
月
19

日
の
役
員
会
で
、
同
名
の

石
川
県
立
飯
田
高
等
学
校

へ
義
援
金
を
贈
る
こ
と
が

決
ま
り
、
社
会
貢
献
基
金

か
ら
、
10
万
円
を
送
り
ま

し
た
。

　

2
日
後
に
は
無
事
届
い

た
と
の
連
絡
が
あ
り
、
更

に
後
日
、
校
長
先
生
か
ら

丁
寧
な
お
礼
状
が
届
き
ま

し
た
。

　

今
年
1
月
に
前
副
委
員

長
宮
嶋
孝
彦
さ
ん
、
3
月

に
は
前
委
員
長
平
沢
忠
明

さ
ん
の
旅
立
ち
を
お
見
送

り
す
る
と
い
う
悲
し
い
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
長

年
編
集
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
お
二
方
に
感
謝
す
る

と
共
に
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 （
宇
佐
美
）

け
た
石
川
県
珠
洲
市
に

は
、
飯
田
町
、
北
方
、
飯

田
小
学
校
、
緑
丘
中
学
校

な
ど
、
飯
田
市
と
同
じ
地

名
が
い
く
つ
も
あ
る
そ
う

　

今
年
元
日
の
能
登
半
島

地
震
で
大
き
な
被
害
を
受

◎正門整備基金振込口座名
　八十二銀行上郷支店
　名義「長野県飯田高等学校同窓会正門整備基金」
　口座番号　普通　206360



 























寄贈品の紹介
【書　籍】
  ○ 随筆「達人の至言」出久根達郎著
 … 井原　　修（高18）
  ○「ソバとシジミチョウ
　　人―自然―生物の多様なつながり」 
 ………… 宮下　　直（高31）
  ○「コロナの日々」 … 原　　敏裕（高19）
  ○ 第 14エッセイ集「超高齢は別世界」 
 ………… 佐々木治夫（高 3）

… 302,500 円

……………………… 96,480 円

……………………… 48,800 円
…… 100,000 円
…… 3,828,000 円

… 66,000 円
（東館３階地学教室及び東館４階社会科講義室）

高 23 回 50 周年
中 48・高 2回同期会
赤石ゴルフクラブ
高 25 回 50 周年

……………… 696,000 円
………… 34,551 円
…………… 86,604 円
…………… 600,000 円

下
伊
那
中
学
校
開
校
の
地 

石
碑
移
設
工
事
完
了

傘
寿
過
ぎ
て
も
続
く
ゴ
ル
フ
会

傘
寿
過
ぎ
て
も
続
く
ゴ
ル
フ
会

傘
寿
過
ぎ
て
も
続
く
ゴ
ル
フ
会

会会
員員
かか
らら
のの
おお
便便
りり

清
水
　
正
明
（
高
13
）

編

集

委

員



飯 田 高 等 学 校 同 窓 会 報令和６年（2024 年）５月 1日 〔 8 〕第 91 号

〒395-8522  飯田市鼎中平 1936
TEL 0265-23-3115  FAX 0265-23-3129

（高27）医 師  清水 信明

社会医療法人健和会 健和会病院

対象地域に居住の同窓生の皆様、新規登録をお願い致します
・現在の登録会員数は約3,500名
・同窓会誌『稲穂』配布や広報部会から情報発信を致します

★右のQRコード（在京同窓会ホームぺージ）から簡単に登録できます。
（在京同窓会ホームぺージ➡在京同窓会員の住所登録／変更届）

※その他の“連絡・問合せ”も同様にできます

令和6年在京飯田高校同窓会定期総会
★大勢の方の参加をお願いします。
　・幹事学年：高39回・高49回　
　　当該学年で協力可能な方は事務局までご連絡ください
　・開催日：2024年 11月 9日（土）　場所：アルカディア市ヶ谷

大島　毅・酒井郁雄・田畑重弘
平澤　哲・古川忠司・壬生直幸

宮澤一幸

同弓会高27回卒

（弓道班ＯＢ）

（高27）代表取締役

本　　社／〒395-0157 飯田市大瀬木3971-3
TEL（0265）25-7157　FAX（0265）25-4454

片山 哲夫
井村  伸郎 （高 27）
白子  勝英 （高 27）

塩澤　隆志（高27）

有限会社ERMクリエイト

ぶん ご ばやし

原　　孝昭代表取締役　樹木医 （高27）

吉田　信之顧問 SDGsアドバイザー （高27）

松澤　源根顧問 社員相談役 （高27）

 TEL 0265-25-3928

 E-mai honbu@bungobayasi.co.jp

 URL https://bungobayashi.co.jp

飯田市北方3883-3

年寄りに愛されて 30 年

長 瀬 歯 科 医 院

（高27）長 瀬　 圭

飯田米穀株式会社
取締役社長　吉沢賢治 （高27）

本　　　社 飯田市元町5452-1
硝子事業部 飯田市松尾卸団地
炊飯事業部 高森町下市田工業団地

〒395-0073　飯田市羽場坂町2350-4　TEL 0265-22-6346（代）

I I KO
快適な環境づくり飯田工業株式会社

特定建設業（管工事）

松井　真一 （高 38）代表取締役 熊谷　順二 （高 12）
西　　秋代 （高 47）

専務取締役
空調・衛生設備・上下水道工事はお任せ下さい

中京支部  第 24回 納涼ビアパーティーのご案内中京支部  第 24回 納涼ビアパーティーのご案内

連絡・問合せ先 事務局長  山田　肇（高 26）
 Tel：090-2614-9957　E-mail：hy149957@outlook.jp

日　時　令和 6年 9月 1日㈰ 16時から
場　所　名鉄百貨店屋上ビアガーデン

中京支部  第 24回 納涼ビアパーティーのご案内

支部長　佐々木一衛（高 24）

〒399-3304 長野県下伊那郡松川町大島 3272
TEL 0265（36）3013  Fax 0265（36）5599

（高 27）宮 沢 喜 好代表取締役

（高 56）宮 沢 喜 一代　表

信州まし野ワイン株式会社

ライラック農園

日　時： 令和 6年 10月６日（日）
  11 時 30分～ 14時 30分
会　場：神仙閣　大阪店

会　費：7,000円
（大阪駅前第 1ビル 12階）

第59回 関西支部総会

 支 部 長 大平 文人 （高 20）

 幹事長（大阪） 塩島 壽夫 （高 20）

 幹事長（京都） 山田 孝久 （高 18）

 幹事長（神戸） 茂木立 仁 （高 37）

連絡先 事務局長 木下 泰雄（高20）
TEL 06-7897-4484

https//kikusuisake.co.jp
代表取締役社長　後藤髙一（高２７）

オニキスいいだ・
コスモ石油千代SS・
千代レンタカー

安心・安全の長野県軽自動車協会加盟店 ㈲小島モータース 蕁59-2252
【千代本店】飯田市千代983-2  【営業時間】７：３０～１９：３０ 日曜定休

車両本体価格 車両本体価格 199.54199.54万円万円

スズキ スペーシアカスタム HYBRID XSスズキ スペーシアカスタム HYBRID XS
（CVT／2WD）（CVT／2WD）
スズキ スペーシアカスタム HYBRID XS
（CVT／2WD）

オニキス⑦
15,100円×84回
50,000円×14回

月々
ボーナス
月加算額

オニキス③
26,900円×36回
50,000円×6回

月々
ボーナス
月加算額車両本体価格 199.54万円

軽
燃費燃費
28.228.2
㎞/ℓ㎞/ℓ
JC08モードJC08モード
走行走行

JC08モード
走行

詳しくはホームページで

小嶋　啓二
（高27）

燃費
28.2
㎞/ℓ

（高 38）伊 藤 桐 人代表取締役社長

高50回生（平成10年３月卒）卒業25周年記念同窓会のお知らせ

実行委員長　片桐　英俊

日　時： 令和６年７月14日（日） 受　　付　14時30分～
  記念撮影　15時00分～
  記念式典・懇親会　15時30分～

場　所： シルクホテル（飯田市錦町１－10）

〒399-2221 飯田市龍江 7058-1
TEL 0265-27-3040

（高27）

伊 藤 医 院
（内科）

伊 藤 朝 樹

（高27）下 田 一 則税理士

〒395－0084　飯田市鈴加町２－２－１
TEL （0265）23－3554　FAX（0265）22－9105

下田一則税理士事務所
幹事学年実行委員長

信南交通株式会社

飯田市大通2-208
　　0265-22-1801

（高27）代表取締役社長 中島 一夫
（高27）中 島 仁 志

（高27）髙 田　 修
副 会 長 （副 市 長）

このページはどなたでも応募できる同窓生交流の場です。奮ってご参加を！
（１マス白黒10,000円、カラー 15,000円）
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